
JVOの研究開発（全体進捗）

○大石雅寿，水本好彦，白崎裕治，田中昌宏，

2007年春季年会 地上観測機器 V04a
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• 国立天文台
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4世界のヴァーチャル天文台と
連携

Canada VO

2007年3月現在，300以上のデータサーバに接続可能

2006年8月よりデータサービスを試験公開開始
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6
スペクトルデータとの連携

• データ検索・
取得

• データ表示

• ベースライン
推定

• 線スペクトル
検出検出

• VOSpecの利
用

V06b 川野元の講演を参照

すばるのHDS公開データも接続



Work Flow システムの機能向上
2006年度の開発

• ワークフロー言語仕様の見
直し、及び機能追加

ワークフローエディタ
ワークフローを記述、あるいは雛形を編集直し、及び機能追加

– タグを整理して記述量を低減

– 配列定義の導入

– awk構文 (テキストファイル1
行毎のループ) の導入

– そのほか制限事項の撤廃

• ビルトイン関数設定機能
– 利用可能なコマンドやその利

ワークフローを記述、あるいは雛形を編集

実行状況モニタ
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– 利用可能なコマンドやその利
用方法を、設定ファイルに書く
ことにより、ビルトイン関数を
登録できる。

• ステータス・ログ機能の設計

実行状況モニタ
実行状況、成功・失敗の回数を表示

V07b 田中の講演を参照



LDAP

解析
解析

解析Analysis
Servers Auth.Grid 

Overview of the JVO Portal Service
V05a 白崎の講演を参照
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– データ処理 10s
(Bias+Flat+Distortion+

Astrometory)
– データ転送 30s

すばる望遠鏡の観測データ処理：
1日程度 → 1時間程度
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発表論文：19報
招待講演：10件



今後に向けての課題
• WFの高機能化（ビルダとの連携）

– XMLを編集するのはつらい

• 分散ストレージシステムの開発と，そのポータルか
らの利用
– ユーザー自作のツールにVOからのデータを読ませる

• 負荷分散化—リッチクライアント化
– 多くの利用者の同時利用に耐えるrobustなシステムを

• UI
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• 使いやすさの追求（UIの改良）

• ALMAアーカイブシステムでのVOインターフェース
利用
– 我々のサイエンスの追究，など


